2011～2012年度
ライオンズクラブ国際協会３３５－Ａ地区

◆地区ガバナー・テーマ
　　『融和と行動』　Harmony & Action

ライオンズクラブ国際協会の使命声明文には、ライオンズクラブを通して、ボランティアに社会奉仕の手段を与え、人道的ニーズを満たし、平和と国際理解を育むとあります。今回の震災では、国際協会や　ＬＣＩＦがいち早くアクションを起こしました。緊急時に、縦横無尽な人的ネットワークで、全国各地から被災地に向けての支援活動が繰り広げられています。全世界のライオンズクラブのメンバーが、被災地に熱きエールを送り続けています。このような時にこそネットワークの大切さ、そしてその真価が試され、実力が発揮されています。メンバー誰もが参加できるオープンな運営を推進し、グローバルな関係を築くことを今期の目標といたします。
バブル崩壊以後、日本人が失ったもの、それは目に見えない価値であり、それ
は心の豊かさ、そして心の優しさではないでしょうか。私たちのモットーであ
るWe Serveのために、目的意識が同じ方向を向いている人間像を目指し、奉仕
活動の原点に還るライオンズ像の実現のために、ガバナー・テーマを「融和と行動」Harmony & Actionとします。
· ガバナー・キーワード

　　　いまこそ私たちの街（地球）を考える時
　　　　

環境という切り口で、社会奉仕活動を行うことを主体として
それ以外の奉仕活動も積極的にクラブで考えていただく。

· 地区アクティビティ・スローガン

　　更なる奉仕、深まる絆

· 地区ガバナー　テーマカラー

　　　　　
グリーン　（緑色）　
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地区ガバナー・運営方針

「融和と行動」Harmony & Actionの遂行のために、私は地区役員・委員、及び各クラブ会長・幹事をはじめ全メンバーに重点施策をご理解いただき、新しい共同体作りのために全員一丸となって、ライオンズクラブ国際協会３３５－Ａ地区をリードして行きたいと思います。


１．復興支援に協力しよう！
２．環境問題を考えよう！
３．奉仕の目的を明確にしよう！
４．新たなネットワークを築こう！
１．復興支援に協力しよう！
　　　私たち３３５－Ａ地区は、１９９５年に発生した阪神淡路大震災を経験した者として東日本大震災の被災地のみなさんの苦労は手に取るように理解できるはずです。いまでも被災地では多くのみなさんが生活に困っています。そんな被災地に一日も早く元気な声が響くよう、私たちは精一杯の努力と支援をしましょう。

２．環境問題を考えよう！
　　　人類は古くから文明発展のすべての過程において、自然を利用してきました。しかし、自然の復元力には限度があり、１８世紀に始まった産業革命以降、人類は地球環境を大きく破壊し続けてきました。その結果、現在人類が直面している様々な問題のひとつに、環境問題があげられます。特に地球環境の破壊は、貧困や紛争などと並んで国際的な事案として、各国が対応するにもかかわらず、なかなかその解決には至っておりません。オゾン層破壊や地球温暖化などの大きな問題は国家間レベルで解決される問題であります。その一方、私たちライオンズクラブは地元のコミュニティと連携し、身近な環境問題に目を向け、生態系問題、絶滅危惧種の保護、生物多様性問題、水質汚染、大気汚染の防止、砂漠化の防止、ヒートアイランドの解消など、枚挙にいとまがありませんが、多様な奉仕活動につなぐことができると思います。是非、「環境問題」についてメンバー各位が日頃からその意識と感性を持ってください。
３．奉仕の目的を明確にしよう！
　　　ライオンズクラブの目的は人道主義における奉仕です。近年、会員数の
　　　減少により、クラブの運営が困難になるばかりか私たちの使命である奉

　　　仕活動が停滞しつつあるのではないでしょうか。ライオンズクラブの主

　　　権は、クラブにあると言われます。それぞれのクラブが独自の考え方で
　　　独自の奉仕活動を行っているわけです。しかし、メンバー全員がその方

　　　向を確実に理解して、協力しているでしょうか。

　　　今期、地区役員・委員、クラブ役員のみなさんはご自分のクラブ、地区

　　　の進んでいる方向を理解し、奉仕の目的を明確にしてください。そして、

　　　自分たちの活動が人々の役に立っていることに喜びを感じ、誇りを持っ　

　　　ていただきたいと思います。
４．新たなネットワークを築こう！
　　　ライオンズクラブが、２０６カ国　１３５．８万人（2011/3現在）の
メンバーで構成される世界最大の奉仕団体であることは、いまさら言う
までもありません。私は、この多くのメンバーが互いに接点を持つこと
で、新たな交流が生まれ、そこから新たな奉仕活動が生まれると信じて
います。点と点が、線になり　その線が面へと発展する過程をメンバー
全員で楽しみたいと考えます。それは、地域社会のひとコマであれ、日
本全国のひとコマであれ、地球規模のひとコマでも一緒です。いままで
とは違う視点で交流を広げていただき、人的なネットワークを構築して
いくことで私が提唱する「新しい共同体」が可能となります。各種大会
には積極的に参加していただき、多くの仲間と知り合いになってくださ
い。国際大会やＯＳＥＡＬフォーラムに参加したことのないメンバーも
声をかけあって、一度世界を肌で感じてみましょう。そこから何かが生
まれます。いや、ご自身の力で何かを感じとってください。また、近隣
のクラブやライオンズクラブ以外の団体などとの交流からも新しい発見
があるかもしれません。

以上４点をご理解いただき、『融和』を通じて様々な『行動』を興しまし

ょう。Environmental Service Networkの構築にご協力ください。
結びに、私はライオンズクラブという組織はもちろんのこと、会員一人一人の感性を大切に、いまメンバーが何を求めているのか、どのような活動をメンバーとしてやるべきなのか、ライオンズクラブができることは何かを、会員のみなさんに考えていただき、地区キャビネットは、そのお手伝いをするためにあると思います。ライオンズクラブ国際協会の使命を遂行するにあたり、一番大切な事は「組織論」だけではなく、会員個々の感性とやる気、誇りを今一度呼び起こさせたいと考えます。会員のみなさんがあってこそのライオンズクラブであります。
これを実践することにより、会員の減少に歯止めをかけ活力のある地区となるようにしたいと考えています。そのために必要不可欠なのは、若くて活力のあるメンバーと女性ならではきめ細やかな感性であります。そして、メンバー誰もが国際協会の一員という自覚と誇りをもって、クラブの中だけではなく、より多くの仲間を作れるよう活動に参画していただきたいと思います。

ライオンズクラブ国際協会３３５－Ａ地区の会員みなさまのご期待に添えるキャビネットとして全身全霊を傾けて頑張る所存です。何卒、ご支援をよろしくお願い申し上げます。
